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この消防年報は、紀勢地区広域消防組合の令和３年及び令和３年度中に

おける諸般の現状と諸統計を収録し紹介するとともに、今後の消防防災行

政の参考資料に供する目的をもって編集しました。 

 消防関係者はもとより、あらゆる方面で広く御活用いただければ幸いに

存じます。 
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紀勢地区広域消防組合のあゆみ 

 

年 度 月 記     事 

昭和４６年度 １１月 地区の発展と構成町村の一体的進行を推進することを目的に、恵

まれた自然に根ざした豊かな定住圏域を目指して、居住環境の整

備を中心とした圏域づくりを進めるため紀勢地区広域市町村圏協

議会（大台町、宮川村、大宮町、紀勢町、大内山村）が設立され、

防災面として常備消防体制の確立を検討されたが、設置の具体化

に至らず。 

平成３年度  地元消防団で消防業務を行っていたが、団員の多くが町村外の会

社等へ勤務しており、昼間の火災出動等の団員確保が困難となり、

消防業務に支障をきたすようになったことから、再度、常備消防

について検討するため、圏域外の１町（南島町）を加えて紀勢地

区広域市町村圏協議会内に消防常備化検討委員会（町村総務課長

で構成）を設置する。 

平成４年度  常備消防の具体化に向け、他県及び県内の消防本部視察等を実施

する。 

平成５年度  ６月 関係町村の町村長会議において協議結果を報告する。 

 ２月 関係６町村（大台町、宮川村、南島町、大宮町、紀勢町、大内山

村）が広域消防組合設立に合意し、組合規約の設定、組合の名称

を「紀勢地区広域消防組合」とし、消防本部を大台町に、分署は

紀勢町と南島町に、出張所は宮川村に設置し、「１本部、１署、２

分署、１出張所」体制とすることで全員異議なくこれを承認する。 

平成６年度  ４月 三重県知事に紀勢地区広域消防組合設立許可申請を提出する。 

 ６月 三重県知事の設立許可を受ける。（平成６年６月６日許可） 

１１月 第１回組合議会開催 

管 理 者 千原 淳 氏 

副管理者 谷口友見 氏 

副管理者 小西光三 氏 

収 入 役 上野征治 氏 

平成７年度  ４月 紀勢地区広域市町村圏協議会から独立し「紀勢地区広域消防組合」

として、仮庁舎（多気郡大台町弥起井３２０番地の３）において

事務を開始する。 

事務局長  久保義一 氏 着任 

消防職員 １２名 採用 

 ７月 消防職員  １名 採用（消防経験者）（計１３名） 

初代消防長  藤原壽一 氏 着任 

１０月 自治省消防庁の政令指定都市希望ヒヤリングを受ける。 

（平成７年１０月２５日） 

１２月 消防職員  １名 採用（消防経験者）（計１４名） 

他消防本部に消防職員４名を研修派遣する。（１２日間） 

 １月 仮庁舎、南島町及び紀勢町役場で、平日夜間、土日、祝祭日及び

年末年始に救急業務のみ業務を実施する。 
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平成８年度  ４月 当組合構成６町村が政令指定を受ける。（平成８年４月２日） 

消防職員 ４２名 採用（消防経験者４名含む）（計５６名） 

仮庁舎を奥伊勢消防署とする。 

仮庁舎の奥伊勢消防署に次のとおり車両を配備する。 

消防ポンプ自動車（ＣＤ－１） １台 

水槽付き消防ポンプ自動車（水１－Ａ） １台 

救急自動車（２Ｂ） １台 

生活協同組合全日本消防人共済会から指令車１台を寄贈（消防本

部に配備） 

 ６月 日本消防協会から救急車（２Ｂ）１台の寄贈を受ける。 

１１月 紀勢分署庁舎竣工 （紀勢町﨑１８７１番地） 

南島分署庁舎竣工 （南島町河内２７番地１） 

宮川出張所庁舎竣工（宮川村小滝３７０番地） 

紀勢分署、南島分署及び宮川出張所に次のとおり車両を配備。 

【紀勢分署】 

  消防ポンプ自動車（ＣＤ－１） １台 

  水槽付き消防ポンプ自動車（水１－Ａ） １台 

  救急自動車（２Ｂ） １台 

  広報車 １台 

【南島分署】  

  消防ポンプ自動車（ＣＤ－１） １台 

  水槽付き消防ポンプ自動車（水１－Ａ） １台 

  救急自動車（２Ｂ） １台 

  広報車 １台 

【宮川出張所】  

  水槽付き消防ポンプ自動車（水１－Ａ） １台 

  救急自動車（２Ｂ） １台 

  広報兼小型ポンプ積載車 １台 

１２月 職員６０名（消防職員５６名、その他の職員４名）で、消防本部、

奥伊勢消防署、紀勢分署、南島分署及び宮川出張所にて本格業務

を開始する。（平成８年１２月１日） 

 ２月 消防本部・奥伊勢消防署庁舎竣工（大台町佐原７５４番地） 

 ３月 三重県共済農業協同組合連合会から救急車（２Ｂ）１台を寄贈（奥

伊勢消防署に配備） 

平成９年度  ４月 消防職員 １５名 採用（計７１名） 

 １月 消防職員  １名 退職（計７０名） 

 ３月 事務局長  久保義一 氏 退任 

平成１０年度  ４月 消防職員  １名 採用（計７１名） 

大台町派遣職員 １名着任 

 ８月 紀勢地区防火協会が設立する。 

１２月 消防職員  １名 退職（計７０名） 

 ３月 日本損害保険協会から高規格救急車１台を寄贈（奥伊勢消防署に

配備） 
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平成１１年度  ４月 収 入 役 上野征治 氏 退任 森本利樹 氏 着任 

副管理者 小西光三 氏 退任 上野征治 氏 着任 

消防職員  １名 採用（計７１名） 

 ５月 救急救命士資格取得 １名（資格取得者 計１名） 

救急救命士業務を開始する。 

平成１２年度  ４月 消防職員  １名 採用（計７２名） 

 ５月 救急救命士資格取得 １名（資格取得者 計２名） 

 ２月 消防職員  １名 退職（計７１名） 

 ３月 初代消防長  藤原 壽一 氏 退任 

消防職員  １名 退職（計７０名） 

大台町派遣職員 １名 退任 

平成１３年度  ４月 第２代消防長  伊藤勇三郎 氏 着任（大台町派遣職員） 

大紀町派遣職員 １名 着任 

 ５月 救急救命士資格取得 １名（資格取得者 計３名） 

平成１４年度  ４月 消防職員  １名 採用（計７１名） 

東海地震に係る地震防災対策強化地域に南島町、紀勢町の２町が

指定される。（平成１４年４月２４日指定） 

 ５月 救急救命士資格取得 １名（資格取得者 計４名） 

１０月 管 理 者 

副管理者 

収 入 役 

千原 淳 氏 退任 

上野征治 氏 退任 

森本利樹 氏 退任 

 

１２月 管 理 者 

副管理者 

古家 孟 氏 着任 

谷口友見 氏 退任 

 

 

 １月 消防職員  １名 退職（計７０名） 

 ３月 奥伊勢消防署 指揮支援車１台 配備 

奥伊勢消防署 災害用エアーテント１基 配備 

副管理者 柏木廣文 氏 着任 

平成１５年度  ４月 副管理者 

収 入 役 

森阪清太郎 氏 着任 

中村建也 氏 着任 

消防職員  ５名 採用（計７５名） 

消防職員  １名 退職（計７４名） 

 ５月 救急救命士資格取得 １名（資格取得者 計５名） 

 ７月 南島分署 高規格救急自動車１台 配備 

 ８月 日本宝くじ協会から消火通報訓練指導車１台を寄贈（奥伊勢消防

署に配備） 

１２月 東南海・南海地震防災対策推進地域に管轄町村（三重県全域）が

指定される。（平成１５年１２月１７日指定） 

 ３月 第２代消防長  伊藤勇三郎 氏 退任 

平成１６年度  ４月 第３代消防長  中道剛士 氏 着任 

消防職員  ５名 採用（計７９名） 

 ５月 救急救命士資格取得 １名（資格取得者 計６名） 

 ９月 台風２１号に伴う豪雨災害発生（宮川村・紀勢町・大内山村） 

(平成１６年９月２９日) 
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１０月 副管理者  柏木廣文 氏 退任 

救急救命士資格取得 １名（資格取得者 計７名） 

１２月 副管理者  柏木廣文 氏 再任 

 ２月 管内３町村（大宮町、紀勢町、大内山村）が合併し「大紀町」と

なり、引き続き当組合に加入する。(平成１７年２月１４日) 

副管理者  柏木廣文 氏 退任 

 ３月 伊勢農業協同組合から寄附金（壱千万円）を受ける。 

平成１７年度  ４月 消防職員  ６名 採用（計８５名） 

 ５月 副管理者  柏木廣文 氏 再任 

救急救命士資格取得 １名（資格取得者 計８名） 

 ７月 消防職員  １名 退職（計８４名） 

携帯電話からの１１９番通報が直接受信に切り替わる。 

１０月 南島町と南勢町が合併し「南伊勢町」となり、引き続き旧南島町

地域のみ当組合に加入する。(平成１７年１０月１日) 

救急救命士資格取得 １名（資格取得者 計９名） 

１２月 消防職員  ２名 退職（計８２名） 

 １月 大台町と宮川村が合併し「大台町」となり、引き続き当組合に加

入する。(平成１８年１月１０日) 

管 理 者  古家 孟 氏 退任 

副管理者  森阪清太郎 氏 退任 

収 入 役  中村建也 氏 退任 

消防職員  １名 退職（計８１名） 

 ３月 管 理 者  柏木廣文 氏 着任 

副管理者  尾上武義 氏 着任 

副管理者  西村太三郎 氏 着任 

収 入 役  玉井保正 氏 着任 

近畿自動車道尾鷲勢和線（紀勢自動車道：大宮大台ＩＣ）が開通

する。(平成１８年３月１１日) 

消防本部 支援車１台 配備 

南島分署 災害用エアーテント１基 配備 

全職員 セパレート型防火衣 貸与 

全署所 AED 及びバックボード 配備 

平成１８年度  ４月 救急救命士資格取得 １名（資格取得者 計１０名） 

 ６月 クールビズ実施 

 ３月 第３代消防長  中道剛士 氏 退任 

消防職員  １名 退職（計８０名） 

平成１９年度  ４月 第４代消防長  北出幸一 氏 着任（大紀町派遣職員） 

三重県防災航空隊派遣（任期３年） １名 

 ３月 第４代消防長  北出幸一 氏 退任（大紀町派遣職員） 

平成２０年度  ４月 第５代消防長  大滝幸久 氏 着任（大台町派遣職員） 

大紀町派遣職員  １名 着任 

南伊勢町派遣職員 １名 着任 

救急救命士資格取得 １名（資格取得者 計１１名） 

 １月 第５代消防長  大滝幸久 氏 退任 
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 ２月 近畿自動車道尾鷲多気線（紀勢自動車道：紀勢大内山ＩＣ）が開

通する。(平成２１年２月７日) 

管 理 者  柏木廣文 氏 退任   尾上武義 氏 着任 

副管理者  尾上武義 氏 退任   稲葉輝喜 氏 着任 

副管理者  西村太三郎 氏 退任  余谷道義 氏 着任 

収 入 役  玉井保正 氏 退任 

会計管理者  大瀬恭信 氏 着任 

奥伊勢消防署 救助工作車１台 配備 

紀勢分署 高規格救急自動車１台 配備 

 ３月 会計管理者  大瀬恭信 氏 退任 

平成２１年度  ４月 

 

 

会計管理者  上野拓治 氏 着任 

第６代消防長  中田久壽陽 氏 着任（大台町派遣職員） 

救急救命士資格取得 １名（資格取得者 計１２名） 

１１月 副管理者  稲葉輝喜 氏 退任 

１２月 副管理者  谷口友見 氏 着任 

奥伊勢消防署 高規格救急自動車 配備（2 台目） 

（緊急消防援助隊設備整備費補助金） 

 １月 副管理者  余谷道義 氏 退任 

 ２月 副管理者  小山 巧 氏 着任 

管 理 者  尾上武義 氏 退任  尾上武義 氏 再任 

会計管理者  上野拓治 氏 退任  上野拓治 氏 再任 

 ３月 会計管理者  上野拓治 氏 退任 

南伊勢町派遣職員  １名 退任 

平成２２年度  ４月 会計管理者  髙西立八 氏 着任 

消防職員  ４名 採用（計８４名） 

消防職員  １名 退職（計８３名） 

南伊勢町派遣職員  １名 着任 

救急救命士資格取得 １名（資格取得者 計１３名） 

 ６月 消防職員  １名 退職（計８２名） 

１０月 宮川出張所 高規格救急自動車１台 配備 

 ３月 緊急消防援助隊派遣（東日本大震災） 

（出動期間 3/11～3/21・延べ出動人員１１名・出動車両４台） 

平成２３年度  ４月 消防職員  ３名 採用（計８５名） 

消防職員  １名 退職（計８４名） 

救急救命士資格取得 １名（資格取得者 計１４名） 

 ３月 第６代消防長  中田久壽陽 氏 退任 

南伊勢町派遣職員  １名 退任 

平成２４年度  ４月 第７代消防長  山川高弘 氏 着任 

南伊勢町派遣職員  １名 着任 

消防職員  ３名 採用（計８７名） 

救急救命士資格取得 ２名（資格取得者 計１６名） 

山岳救助隊発足 

 ８月 奥伊勢消防署 資機材搬送車 配備 
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１１月 奥伊勢消防署 高規格救急自動車１台 更新 

奥伊勢消防署 指揮支援車１台 更新 

 ３月 会計管理者  髙西立八 氏 退任 

消防職員  １名 退職（計８６名） 

平成２５年度  ４月 会計管理者  野呂泰道 氏 着任 

消防職員  ３名 採用（計８９名） 

救急救命士資格取得 ２名（資格取得者 計１８名） 

 ３月 会計管理者  野呂泰道 氏 退任 

第７代消防長  山川高弘 氏 退任 

消防職員  ３名 退職（計８６名） 

南伊勢町派遣職員  １名 退任 

平成２６年度  ４月 会計管理者  山本晃史 氏 着任 

第８代消防長  中西常夫 氏 着任 

消防職員  ３名 採用（うち１名、救命士資格取得者）（計８９名） 

三重県・市町職員人事交流派遣（任期２年） １名 

救急救命士資格取得 ２名（資格取得者 計２１名） 

 ３月 新南島分署竣工（庁舎移転：南伊勢町村山２２番地） 

平成２７年度  ４月 消防職員  ２名 採用（計９１名） 

救急救命士資格取得 ２名（資格取得者 計２３名） 

三重県消防学校教官派遣（任期３年） １名 

 ９月 消防救急デジタル無線及び高機能消防指令システム整備工事完了

（新通信室運用開始） 

１１月 消防本部・奥伊勢消防署庁舎改修工事完了 

 ２月 奥伊勢消防署 広報車１台 更新 

 ３月 会計管理者  山本晃史 氏 退任 

平成２８年度  ４月 会計管理者  千原隆司 氏 着任 

救急救命士資格取得 ２名（資格取得者 計２５名） 

 ５月 伊勢志摩サミット消防特別警戒部隊派遣 

（派遣期間 5/24～5/29・延べ派遣人員 10 名・派遣車両１台） 

 １月 南島分署 高規格救急自動車１台 更新 

（緊急消防援助隊設備整備費補助金） 

 ３月 消防職員  ３名 退職（計８８名） 

平成２９年度  ４月 救急救命士資格取得 １名（資格取得者 計２６名） 

 １月 奥伊勢消防署 消防ポンプ自動車（ＣＤ－Ⅰ型）１台 更新 

（緊急消防援助隊設備整備費補助金） 

 ２月 管 理 者  尾上武義 氏 退任  谷口友見 氏 着任 

副管理者  谷口友見 氏 退任  大森正信 氏 着任 

 ３月 大紀町派遣職員  １名 退任 

消防職員  １名 退職（計８７名） 

平成３０年度  ４月 消防職員  ５名 採用（計９２名） 

救急救命士資格取得 １名（資格取得者 計２７名） 

 ５月 消防職員  １名 退職（計９１名） 

 ６月 消防職員  １名 退職（計９０名） 
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 ７月 緊急消防援助隊派遣（平成３０年７月豪雨） 

（出動期間 7/7・出動人員５名・出動車両２台）※途中引揚（活動なし） 

１０月 奥伊勢消防署 連絡車１台 配備 

１２月 紀勢分署 消防ポンプ自動車（ＣＤ-Ⅰ型）１台 更新 

 ３月 会計管理者  千原隆司 氏 退任 

消防職員  ２名 退職（計８８名） 

平成３１年度  ４月 管 理 者  谷口友見 氏 退任  大森正信 氏 着任 

副管理者  大森正信 氏 退任  谷口友見 氏 着任 

会計管理者  伊藤真史 氏 着任 

三重県防災航空隊派遣（任期３年） １名 

救急救命士資格取得 １名（資格取得者 計２８名） 

令和元年度  ９月 南島分署 消防ポンプ自動車（ＣＤ-Ⅰ型）１台 更新 

宮川出張所庁舎改修工事完了 

１２月 消防職員  １名 退職（計８７名） 

 ３月 第８代消防長  中西常夫 氏 退任 

消防職員  ３名 退職（計８４名） 

令和２年度  ４月 第９代消防長  上岡則和 氏 着任 

消防職員  ５名 採用（計８９名） 

救急救命士資格取得 １名（資格取得者 計２９名） 

１１月 奥伊勢署 水槽付消防ポンプ自動車（Ⅰ-B 型）１台 更新 

１２月 南島分署 広報車 １台 更新 

 ３月 副管理者  谷口友見 氏 退任  服部吉人 氏 着任 

会計管理者  伊藤真史 氏 退任 

消防職員  ３名 退職（計８６名） 

（救急救命士資格取得者 計２８名） 

令和 3 年度  ４月 消防職員  ３名 採用（計８９名） 

会計管理者  辻󠄀徳人 氏 着任 

１２月 奥伊勢消防署 訓練塔改修工事（塗装工事）完了 

宮川出張所 消防広報車 １台 更新 

 １月 紀勢分署 高規格救急自動車 １台 更新 

 ３月 会計管理者  辻󠄀徳人 氏 退任 

消防職員  ３名 退職（計８６名） 

（救急救命士資格取得者 計２７名） 

令和４年度  ４月 消防職員  ２名 採用（計８８名） 

会計管理者  岡本ケイ 氏 着任 

 



 

 

 

 

 

紀勢地区広域 

消防組合の記録 
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  紀勢地区広域消防組合の記録（大会出場等） 

【救助技術の部】 

年 度 月 記     録     内     容 

平成１０年度  ７月 第２２回三重県消防救助技術指導会へ初出場する。 

第２７回東海地区救助指導会に５種目出場する。 

（ロープ渡過・ロープ登はん・はしご登はん・ロープ応用登はん・

ロープブリッジ救出） 

平成１１年度  ７月 第２３回三重県救助技術指導会に６種目出場する。 

第２８回東海地区救助指導会に３種目出場する。 

（ロープブリッジ渡過・はしご登はん・ロープブリッジ救出） 

平成１２年度  ７月 第２４回三重県救助技術指導会に５種目出場する。 

第２９回東海地区救助指導会に３種目出場する。 

（ロープブリッジ渡過の部で１名入賞を果たし、全国大会へ） 

 ８月 第２９回全国消防救助技術大会（熊本）に出場する。 

（ロープブリッジ渡過の部で１名入賞） 

平成１３年度  ７月 第２５回三重県救助技術指導会に３種目出場する。 

第３０回東海地区救助指導会に３種目出場する。 

（ロープブリッジ渡過の部で２名入賞を果たし、全国大会へ） 

 ８月 第３０回全国消防救助技術大会（東京）に出場する。 

（ロープブリッジ渡過の部で２名入賞） 

平成１４年度  ７月 第２６回三重県消防救助技術指導会に３種目出場する。 

 ８月 

 

第３１回東海地区救助指導会に３種目出場する。 

（ロープブリッジ渡過の部で１名入賞を果たし、全国大会へ） 

第３１回全国消防救助技術大会（名古屋）に出場する。 

（ロープブリッジ渡過の部で１名入賞） 

平成１５年度  ７月 第２７回三重県消防救助技術指導会に出場する。 

 ８月 第３２回東海地区救助指導会に出場する。 

（ロープブリッジ渡過の部で２名入賞、ロープ登はんの部で１名

入賞を果たし、全国大会へ） 

第３２回全国消防救助技術大会（仙台）に出場する。 

（ロープブリッジ渡過の部で２名、ロープ登はんの部で１名入賞） 

平成１６年度  ７月 第２８回三重県消防救助技術指導会に出場する。 
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 ８月 第３３回東海地区救助指導会に出場する。 

（ロープブリッジ渡過の部で１名入賞、ロープ登はんの部で１名

入賞を果たし、全国大会へ） 

第３３回全国消防救助技術大会（神戸）に出場する。 

（ロープブリッジ渡過の部で１名、ロープ登はんの部で１名入賞） 

平成１７年度  ８月 第３４回東海地区救助指導会に出場する。 

（ロープブリッジ渡過の部で２名入賞、ロープ登はんの部で１名

入賞を果たし、全国大会へ） 

第３４回全国消防救助技術大会（さいたま）に出場する。 

（ロープブリッジ渡過の部で２名、ロープ登はんの部で１名入賞） 

平成１８年度  ８月 第３５回東海地区救助指導会に３種目出場する。 

（はしご登はんの部で１名入賞を果たし、全国大会へ） 

第３５回全国消防救助技術大会（札幌）に出場する。 

（はしご登はんの部で１名入賞） 

平成１９年度  ７月 第３６回東海地区救助指導会に２種目出場する。 

平成２０年度  ８月 第３７回東海地区救助指導会に２種目出場する。 

平成２１年度 

 

 ７月 第３８回東海地区救助指導会に２種目出場する。 

（ロープブリッジ渡過の部で１名入賞を果たし、全国大会へ） 

 ８月 第３８回全国消防救助技術大会（横浜）に出場する。 

（ロープブリッジ渡過の部で１名入賞） 

平成２２年度  ８月 第３９回東海地区救助指導会に２種目出場する。 

平成２４年度  ７月 第４１回東海地区救助指導会に２種目出場する。 

平成２５年度  ７月 

 

第４２回東海地区救助指導会に２種目出場する。 

（ロープブリッジ渡過の部で１名入賞を果たし、全国大会へ） 

 ８月 第４２回全国消防救助技術大会（広島）に出場する。 

（ロープブリッジ渡過の部で１名入賞） 

平成２６年度  ７月 第４３回東海地区救助指導会に３種目出場する。 

平成２７年度  ７月 第４４回東海地区救助指導会に２種目出場する。 

平成２８年度  ７月 第４５回東海地区救助指導会に１種目出場する。 

平成２９年度  ７月 第４６回東海地区救助指導会に１種目出場する。 

平成３０年度  ７月 第４７回東海地区救助指導会に１種目出場する。 

令和元年度  ７月 第４８回東海地区救助指導会に１種目出場する。 

令和２年度  ５月 東海地区救助指導会はコロナウイルス感染症拡大に伴い中止。 

令和３年度  ７月 東海地区救助指導会はコロナウイルス感染症拡大に伴い中止。 
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【消防職員意見発表会の部】 

年 度 月 記     録     内     容 

平成９年度  ４月 全国消防長会東海支部消防職員意見発表会（恵那）に出場し、

優秀賞を受賞する。 

平成１７年度  ４月 全国消防長会東海支部消防職員意見発表会（名張）に出場し、

最優秀賞を受賞する。（全国大会へ） 

 ５月 第２８回全国消防職員意見発表会（熊本）に出場し、入賞する。 

平成３１年度  ４月 全国消防長会東海支部消防職員意見発表会（西尾市）に出場し、

優秀賞を受賞する。 

 



 

 

 

 

 

消防現勢 
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消防の管轄 

 当組合は、大台町・大紀町・南伊勢町（旧南島町地区）の３町を管轄しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                                            （令和４年４月１日現在） 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                     

 

 

 

区 分 面積 (㎢) 世帯数 人口 (人 ) 

大 台 町 362.86 4,050 8,654 

大 紀 町 233.32 3,878 7,792 

南伊勢町 

(旧南島町地区) 
133.04 2,427 4,722 

合 計 729.22 10,355 21,168 

 



 

12 

消防の組織 

 消防事務（消防団、消防水利事務を除く。）を行う行政機関です。１本部１署２分

署１出張所で業務を行っています。 

 

【消防組合】                           （令和４年４月１日現在） 

 

 

【消防本部：２０名】 

【消防署：６８名】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【合計：８８名】 

 

管 理 者（１名） 副 管 理 者（２名） 会計管理者（１名） 

 

 

 

組 合 議 員（６名） 

 

 

監 査 委 員（２名） 

 

 

消 防 長（１名） 総 務 課（７名） 

５名） 

 

予 防 課（５名） 

通 信 室（７名） 

財 政 係 

 
予 防 係 

 
危 険 物 係 

 
通信第１係 

 

総 務 係 

 

通信第２係 

 

次   長（欠員） 

※うち、新規採用者２名は消防学校（初任科）入校 

 

奥伊勢消防署（29名） 

紀勢分署（14名） 

南島分署（14名） 

宮川出張所（11名） 

警防第１係 

 
警防第２係 

 
警防第１係 

 
警防第２係 

 
警防第１係 

 
警防第２係 

 

警防第１係 

 
警防第２係 

 
救急第１係 

 
救急第２係 
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消防庁舎 

 １本部１署２分署１出張所で消防業務を行っています。 

○消防本部及び奥伊勢消防署 

 

所  在  地  多気郡大台町佐原７５４番地 

構   造  鉄骨造 

階   数  地上２階 

延  面  積  １６６７．５０㎡ 

完成年月日 平成９年２月２１日（平成２７年１１月庁舎改修工事完了） 

管 轄 区 域  大台町、大紀町（滝原・阿曽・七保地区） 

○紀勢分署 

 

所  在  地  度会郡大紀町崎１８７１番地 

構   造  鉄骨造 

階   数  地上１階 

延  面  積  ４５９．６９㎡ 

完成年月日 平成８年１１月２５日 

管 轄 区 域  大紀町（崎・柏野・錦・大内山地区） 

○南島分署 

 

所  在  地  度会郡南伊勢町村山２２番地 

構   造  鉄骨造 

階   数  地上２階 

延  面  積  ６６３．９㎡ 

完成年月日 平成２７年３月２５日 

管 轄 区 域  南伊勢町（旧南島町地区） 

○宮川出張所 

 

所  在  地  多気郡大台町小滝３７０番地 

構   造  鉄骨造 

階   数  地上２階・地下１階 

延  面  積  ４７６．６１㎡ 

完成年月日 平成８年１１月１８日（令和元年９月庁舎改修工事完了） 

管 轄 区 域  大台町（旧宮川村地区） 
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高機能消防指令システム 

 消防本部通信室にて、管内各町からの１１９番通報を２４時間体制で一括して受信し、

瞬時に災害発生場所を特定し、出動車両の編成及び出動指令の送出を行います。 
 

主 

な 

機 

器 

指令制御装置 自動出動指定装置 地図等検索装置 

データメンテナンス装置 地図等検索装置 長時間録音装置 

非常用指令設備 位置情報通知システム システム監視装置 

車両運用表示盤 多目的情報表示盤 映像制御装置 

指令伝送装置 気象情報収集装置 音声合成装置 

無停電電源装置 直流電源装置 出動車両運用管理装置 

署所端末装置（署所に設置） 車両運用端末装置（各車両に設置） 

 

 

署所端末装置（署所に設置） 

消防救急デジタル無線 

 消防救急デジタル無線の整備により、秘匿性を高め個人情報の保護、目的に応じた

通信手段の選択、無線通信エリアの拡大、雑音の無いクリアな通話等が可能となり、

各種災害に対し効果的な現場活動を実現します。 
 

基 地 局 

 

移動局 消防本部 奥伊勢署 紀勢分署 南島分署 宮川出張所 

浅間中継所 １ 

 

車載型 １ ９ ４ ３ ３ 

始神高中継所 １ 携帯型  ４ ３ ３ ２ 

神前浦中継所 １ 可搬型  １   １ 

 卓上型  １ １ １  

神 

前 

浦 

中 

継 

所 
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消防車両等 
 

○消防本部 （配備車両 ２台） 

広 報 車 連 絡 車 

登 録 番 号 

 

登 録 番 号 

 

三重 830 さ 1-62 三重 301 た 19-33 

導 入 年 月 導 入 年 月 

平成 28 年 2 月 平成 21 年 9 月 

メ ー カ ー メ ー カ ー 
三菱 トヨタ 

○奥伊勢消防署 （配備車両 １０台） 
水 槽 付 き 消 防 ポ ン プ 自 動 車 消 防 ポ ン プ 自 動 車 

登 録 番 号 

 

登 録 番 号 

 

三重 830 た 1-01 三重 830 す 1-02 

導 入 年 月 導 入 年 月 
令和２年 11 月 平成 30 年 1 月 

メ ー カ ー メ ー カ ー 

日野 日野 
救 助 工 作 車 資 機 材 搬 送 車 

登 録 番 号 

 

登 録 番 号 

 

三重 831 ら 1-19 三重 800 す 85-23 

導 入 年 月 導 入 年 月 

平成 21 年 2 月 平成 24 年 11 月 

メ ー カ ー メ ー カ ー 

日野 トヨタ 

広  報  車 資 機 材 搬 送 車 

登 録 番 号 

 

登 録 番 号 

 

三重 831 ふ 1-19 三重 80 あ 18-14 

導 入 年 月 導 入 年 月 

平成 18 年 3 月 平成 9 年 3 月 

メ ー カ ー メ ー カ ー 

トヨタ ホンダ 

高 規 格 救 急 自 動 車 高 規 格 救 急 自 動 車 

登 録 番 号 

 

登 録 番 号 

 

三重 832 す 1-19 三重 832 ひ 1-19 

導 入 年 月 導 入 年 月 

平成 21 年 12 月 平成 24 年 11 月 

メ ー カ ー メ ー カ ー 

トヨタ トヨタ 

後 方 支 援 車 連 絡 車 

登 録 番 号 

 

登 録 番 号 

 

三重 800 す 84-69 三重 502 り 66-79 

導 入 年 月 導 入 年 月 
平成 24 年 10 月 平成 30 年 10 月 

メ ー カ ー メ ー カ ー 

マツダ ダイハツ 



 

16 

○紀勢分署 （配備車両 ４台）  

水 槽 付 き 消 防 ポ ン プ 自 動 車 消 防 ポ ン プ 自 動 車 

登 録 番 号 

 

登 録 番 号 

 

三重 88 ゆ 20-46 三重 830 そ 2-02 

導 入 年 月 導 入 年 月 

平成 8 年 11 月 平成 30 年 11 月 

メ ー カ ー メ ー カ ー 

いすゞ 日野 

広  報  車 高 規 格 救 急 自 動 車 

登 録 番 号 

 

登 録 番 号 

 

三重 88 す 36-41 三重 830 た 2-11 
導 入 年 月 導 入 年 月 

平成 8 年 11 月 令和 4 年 1 月 

メ ー カ ー メ ー カ ー 

ホンダ トヨタ 

○南島分署 （配備車両 ３台）  

消 防 ポ ン プ 自 動 車 広  報  車 

登 録 番 号 

 

登 録 番 号 

 

三重 830 そ 3-02 伊勢志摩 810 さ 3-61 

導 入 年 月 導 入 年 月 
令和元年 9 月 令和 2 年 12 月 

メ ー カ ー メ ー カ ー 

日野 トヨタ 
高 規 格 救 急 自 動 車 

 

登 録 番 号 

 

三重 830 そ 3-11 

導 入 年 月 

平成 29 年 1 月 

メ ー カ ー 

トヨタ 

○宮川出張所 （配備車両 ３台） 
 

 消 防 ポ ン プ 自 動 車 資 機 材 搬 送 車 

登 録 番 号 

 

登 録 番 号 

 

三重 88 ま 2-88 三重 883 あ 4-71 

導 入 年 月 導 入 年 月 
平成 8 年 11 月 令和 3 年 12 月 

メ ー カ ー メ ー カ ー 

いすゞ ダイハツ 
高 規 格 救 急 自 動 車  

登 録 番 号 

 

 

 

三重 832 て 1-19  

導 入 年 月  

平成 22 年 10 月  
メ ー カ ー  

トヨタ  
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消防の予算（令和４年度当初予算） 

  住民の税金等大切なお金を町の分担金として頂き、火災、救急及び大規模災害な

どの有事に備えて、住民が安心して暮らせるように有効に活用しています。 

 

【歳入】 

区   分 予算額 (千円) 構成比率 (％) 備   考 

１ 分担金及び負担金 ７９０，０８３  ８７．１５ 構成町分担金 

２ 使用料及び手数料 ２０  ０．０１  危険物関係手数料 

３ 財産収入 １８８  ０．０２ 自動販売機設置使用料 

４ 繰入金 １０７，７９８  １１．８９  財政調整基金繰入金 

５ 繰越金 ２，０００  ０．２２  前年度繰越金 

６ 諸収入 ６，４４４  ０．７１  
預金利子、団体保険事務手
数料等、高速道路支弁金等 

歳 入 合 計  ９０６，５３３ １００．００   

 

【歳出】 

区   分 予算額 (千円) 構成比率 (％) 備   考 

１ 議会費 ９８  ０．０１  議会に係る費用 

２ 総務費 ６９，１２０  ７．６２  事務等に係る費用 

３ 消防費 ８３６，２９５  ９２．２５  隊員、資器材等に係る費用 

４ 諸支出金 ２０  ０．０１  財政調整基金積立 

５ 予備費 １，０００  ０．１１  予備 

歳 出 合 計 ９０６，５３３  １００．００   

 

消防組合に対する住民１人当たりの必要額  約３７,３２４円 （分担金÷管内人口） 

※構成比率（％）に関しては、端数処理の関係上、表中の計算が合わないことがあり

ます。 



 

 

 

 

 

消防統計 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

18 

令和３年中の主な行事 

 消防は、火災や救急などの緊急出動以外に、次のような行事、訓練を行っています。 

【多数傷病者訓練】 

 

【山岳救助訓練】 

 

【緊急消防援助隊食料等搬送合同訓練】 

 

実施月 主 な 行 事 等 

１月 消防団出初式、地水利調査、消防訓練、 

防火対象物に対する立入検査 

２月 

消防訓練、地水利調査、救急法、 

消防隊救助技術訓練、多数傷病者訓練、 

防火対象物に対する立入検査 

３月 
消防訓練、春季火災予防運動防火広報パレード、

警防活動訓練 

４月 救助用ゴムボート訓練、救助ロープ訓練 

5 月 
山岳救助訓練、地水利調査、救助ロープ訓練、 

救助用ゴムボート訓練、救命索発射銃訓練 

防火対象物に対する立入検査 

６月 

地水利調査、登山道踏査、、救助用ゴムボート訓練

救助ロープ訓練、防火対象物に対する立入検査 

第６８回東海高等学校総合体育ボート競技大会 

７月 

七夕飾り防火広報、地水利調査、、救助ロープ訓練、 

防火対象物に対する立入検査、ポンプ操法訓練、 

救急法、救助用ゴムボート訓練、山岳救助訓練 

８月 
消防訓練、地水利調査、救急法、 

防火対象物に対する立入検査 

９月 
救急法、防火対象物に対する立入検査、 

救助用ゴムボート訓練 

１０月 
防火対象物に対する立入検査、 

地水利調査、防災航空隊合同訓練 

１１月 

秋季火災予防運動防火広報パレード、登山道踏査、

防災ヘリ隊員投入合同訓練、 

緊急消防援助隊食料等搬送合同訓練 

１２月 

救助オープンカレッジ、多数傷病者事故対応訓練、

防火対象物に対する立入検査、救急隊員想定訓練、

緊急消防援助隊近畿ブロック訓練 
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職員の研修（令和 3 年度） 

 住民の方々が、より安全、安心に暮らせるように職員の知識と技術を向上させるこ

とを、目的としています。 
 

【三重県消防学校】 

区 分 

初 

任 

科 

警 

防 

科 

予 

防 

査 

察 

科 

火 

災 

調 

査 

科 

危 

険 

物 

科 

特 

殊 

災 

害 

科 

救 

助 

科 

救 

急 

科 

初 

級 

幹 

部 
科 

中 

級 
幹 

部 

科 

上 

級 

幹 

部 

科 
特  別  科 

指 

揮 

課 

程 

指
導
救
命
士
課
程 

ビ
デ
オ
喉
頭
鏡 

気
管
挿
管
追
加
講
習 

拡 

大 

講 

習 

救
急
救
命
士
処
置 

人 数 3 2 0 5 ０ １ 1 3 ０ 2 3 3 ０ 0 ０ 

累 積 103 34 15 26 ６ 9 39 103 44 25 9 17 4  ６ 20 

 

【消防大学校】 

 

【救命士養成研修所】 

区 分 東 京 九 州 名 古 屋 合 計 

人 数 ０ ０ ０ ０ 

累 積 23 2 ４ 28 

 

【その他の研修】 

研 修 等 の 名 等 研 修 等 の 名 称 

人事評価者研修 気管挿管フォローアップ研修 

給与実務研修 第 25 回三重 MCLS 標準コース 

ツーステップ研修Ⅳ（事務ミス防止） 第 1 回 JPTEC 北勢地区四日市 MC プロバイダー更新コース 

マネージャー研修【新任係長級】（コーチング） 第 31 回 JPTEC 伊勢志摩プロバイダー更新コース 

ツーステップ研修Ⅲ（接遇応対・クレーム対応） 第 1 回病院体制における指導医及び事後検証に係る関係者研修 

スリーステップ研修Ⅱ（問題解決） 第 10 回 PCEC コース 

契約事務基礎研修 第 8 回 JPTEC 松阪 MC プロバイダーコース 

フォーステップ研修Ⅰ（情報活用力） 第 18 回 JPTEC 三重インストラクターコース 

三重地方行財政研修（ゼミナール編） 第 6 回三重 PEMEC コース 

三重地方行財政研修（実務編） 第 4 回日本周産期・新生児医学会認定新生児蘇生法講習会 

訴訟対応研修 三重県消防長会違反是正研修会 

リーダー研修【新任課長級】（人事評価者） 救助科フォローアップ研修会 

情報処理研修（e－ラーニング） 企業防災対策指導研修会 

情報公開・個人情報保護制度にかかる研修会 総務関係実務研修会及び消防財務実務研修会 

公務災害防止事業研修会（職場のハラスメントセミナー） 安全衛生推進者養成講習 

 

区 分 
総 合 教 育 専 科 教 育 

幹 部 科 上級幹部科 警 防 科 救 助 科 救 急 科 予 防 科 火災調査科 

人 数 ０ ０ ０ ０ ０ ０ 1 

累 積 ３ ０ ３ １ ０ ０ 1 
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火災の統計 
 

○火災  ９件             ［令和３年１月１日～令和３年１２月３１日］ 

町村別 

種別 
大台町 大紀町 

南伊勢町 
（旧南島町地区） 

合 計 

建 物 火 災 １  １ ２ 

林 野 火 災    ０ 

車 両 火 災    ０ 

船 舶 火 災   １ １ 

そ の 他 火 災 ３ ２ １ ６ 

合  計 ４ ２ ３ ９ 

死  者    ０ 

負 傷 者    ０ 

損害額(千円) １５ １０ ８６６ ８９１ 

火災１件あたりの平均損害額： ９９千円 

【月別】 

月 別 

種 別 
1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 合計 

建 物 火 災    1   1      2 

林 野 火 災             0 

車 両 火 災             0 

船 舶 火 災           1  1 

その他火災  3 1    1  1    6 

合 計 0 3 1 1 0 0 2 0 1 0 1 0 9 

 

【時間別】 

時間帯別 

種 別 
0～3 3～6 6～9 9～12 12～15 15～18 18～21 21～24 不 明 合 計 

建 物 火 災     2     2 

林 野 火 災          0 

車 両 火 災          0 

船 舶 火 災   1       1 

その他火災    2 3 1    6 

合 計 0 0 1 2 3 1 0 0 0 9 
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救急・救助の統計 
 

○救急 １，６８４件           ［令和３年１月１日～令和３年１２月３１日］ 
町 別 

種 別 

大 台 町 

 

大 紀 町 

 

南伊勢町 

(旧南島町地区) 

管轄区域外 

 

合  計 

 

急  病 ４３５ ４０２ ２９７  １，１３４ 

一般負傷 １００ ９７ ６７  ２６４ 

交  通 ２８ ２７ ９  ６４ 

そ の 他 １２５ ３７ ６０  ２２２ 

合  計 ６８８ ５６３ ４３３  １，６８４ 

１日あたりの平均救急件数 ４.６件 

【月別】 

1 月 2 月 3 月 4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 合 計 

149 140 128 145 151 126 162 148 130 135 125 145 1,684 

【曜日別】 

日曜日 月曜日 火曜日 水曜日 木曜日 金曜日 土曜日 合 計 

275 249 201 246 243 238 232 1,684 

【時間帯別】 

0～2 2～4 4～6 6～8 8～10 10～12 12～14 14～16 16～18 18～20 20～22 22～24 合 計 

62 42 64 121 210 221 223 217 193 159 89 83 1,684 

【現場到着所要時間別】 覚知～現場到着 

～3 分 3～5 分 5～10 分 10～20 分 20 分～ 合  計 

44 16 428 917 279 1,684 

 

○救助 ２０件             ［令和３年１月１日～令和３年１２月３１日］ 

町 別 

種 別 

大 台 町 

 

大 紀 町 

 

南伊勢町 

(旧南島町地区) 

管轄区域外 

 

合  計 

 

交  通 ４ ４ ２  １０ 

水  難 １    １ 

そ の 他
（山岳、急病、一般負傷等） 

６ ３   ９ 

合 計 １１ ７ ２ ０ ２０ 
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防火対象物 

 防火対象物とは、防火上安全を確保するため、消防法等で規制がされている建物等 

を指します。 

○防火対象物数 ９２９件                ［令和４年４月１日現在］ 

消防法施行令別表第１（用途） 町    別 
合  計 

項 別 業  態 大 台 町 大 紀 町 
南伊勢町 
(旧南島町地区) 

(1) 
イ 劇場、映画館、演芸場、観覧場    ０ 

ロ 公会堂、集会場 ２７ ２１ ２１ ６９ 

(2) 

イ キャバレー、カフェー、ナイトクラブ等  １  １ 

ロ 遊技場、ダンスホール １   １ 

ハ 風俗業等を営む店舗    ０ 

ニ カラオケボックス等    ０ 

(3) 
イ 待合、料理店等    ０ 

ロ 飲食店 ４ ５ １ １０ 

(4) 百貨店、マーケット等 １４ １３ ７ ３４ 

(5) 
イ 旅館、ホテル、宿泊所等 ７ ８ ５ ２０ 

ロ 寄宿舎、下宿、共同住宅 ２９ ９ ７ ４５ 

(6) 

イ 病院、診療所、助産所 ６ ３ ２ １１ 

ロ 老人短期入所施設等 ９ １３ ３ ２５ 

ハ 老人デイサービスセンター等 ６ １０ ７ ２３ 

ニ 幼稚園、盲学校、聾学校、養護学校    ０ 

(7) 小学校、中学校、高等学校等 １９ １１ ８ ３８ 

(8) 図書館、博物館、美術館等 １ １ １ ３ 

(9) 
イ 公衆蒸気浴場、公衆熱気浴場等  １  １ 

ロ 上記に掲げる以外の公衆浴場    ０ 

(10) 車両の停車場等    ０ 

(11) 神社、寺院、教会等 １５ ２０ １０ ４５ 

(12) 
イ 工場、作業所 １００ ６９ ３３ ２０２ 

ロ 映画スタジオ、テレビスタジオ    ０ 

(13) 
イ 自動車車庫、駐車場 ４ １  ５ 

ロ 飛行機又は回転翼航空機の格納庫    ０ 

(14) 倉庫 ３６ ２８ ３１ ９５ 

(15) 前各項に該当しない事業所 ７３ ７８ ３４ １８５ 

(16) 
イ 特定用途を含む複合防火対象物 ３４ ３０ ２０ ８４ 

ロ 上記以外の複合防火対象物 １２ １０ １０ ３２ 

合  計 ３９７ ３３２ ２００ ９２９ 
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危険物施設 

 危険物とは、火災や爆発などを起こしやすく、損害を与えるおそれのある物品

です。消防法で定める一般的なもので、ガソリン、灯油及び重油などがありま

す。危険物施設は、それらを製造、貯蔵及び取り扱う所を指します。 

 

 

○危険物施設数 １３０件          [令和４年４月１日現在] 

 

 

危 険 物 施 設 別 施 設 数 

製造所 ０  

貯蔵所 

屋内 ５  

屋外タンク ４１  

屋内タンク １  

地下タンク １３  

簡易タンク ０  

移動タンク １６  

屋外 １  

取扱所 

給油 ３９  

販売 ０  

移送 ０  

一般 １４  

合  計 １３０  
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届出書類等の受理 

 消防本部及び消防署では消防関係法令に基づき提出された届出書等の受付、審査、 

許可、認可等の処理を行っています。 

 

○消防本部予防課へ提出を要する届出書等   [令和３年４月１日～令和４年３月３１日] 

届出書等の名称 受理件数 

消

防

用

設

備

等 

建築物確認申請書(消防同意事務) ３       

消防用設備等設置(工事)計画書 ３       

工事整備対象設備等着工届出書 １８       

消防用設備等(特殊消防用設備等)設置届出書 ３２       

防火対象物使用開始届出書 ８       

防 

火 

管 

理 

防火対象物点検結果報告書 １４       

消防用設備等(特殊消防用設備等)点検結果報告書 １５３       

防火管理者選任(解任)届出書 ３１       

消防計画作成(変更)届出書 ３４       

消防訓練通知書 ６３       

危 

険 

物 

施 

設 

危険物施設設置許可申請書 ２       

危険物施設変更許可申請書 ６       

危険物施設完成検査前検査申請書 ０       

危険物施設完成検査申請書 ７       

危険物施設仮使用承認申請書 ６       

危険物施設仮貯蔵･取扱い申請書 ０       

危険物施設休止･再開届出書 ０       

品名･数量又は倍数変更届出書 ０       

危険物譲渡引渡し届出書 ０       

危険物施設変更届出書 １８       

危険物施設設置(変更)取り下げ届出書 ０       

危険物施設廃止届出書 ４       

危険物保安監督者選任・解任届出書 ２９       

予防規程制定・変更認可申請書 ４       
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○消防署へ提出を要する届出書等       [令和３年４月１日～令和４年３月３１日] 

届出書等の名称 

受 理 件 数 

奥伊勢
消防署 

紀 勢 
分 署 

南 島 
分 署 

宮 川 
出張所 合 計 

火 

を 

使 

用 

す 

る 

設 

備 

等 

圧縮ｱｾﾁﾚﾝｶﾞｽ等の貯蔵又は取
扱いの開始(廃止)届出書 ９ ５  １ １５ 

燃料電池発電設備・発電設備・
変電設備・蓄電池設備設置届出
書 

３ ２ ２ ４ １１ 

炉・ボイラー等(火を使用する
設備)設置届出書 ２ ２  １ ５ 

少量危険物貯蔵設置・指定可燃
物取扱い変更届出書 ４ ２  ７ １３ 

少量危険物貯蔵・指定可燃物取
扱い廃止届出書 ７ ６  ２ １５ 

行 

為 

等 

水道断水・減水届出書     ０ 

道路工事届出書 ６９ ６ ２１ １１ １０７ 

催物開催届出書     ０ 

煙火打ち上げ・仕掛け届出書     ０ 

火災とまぎらわしい煙等届出
書 ６  １  ７ 

露店等の開設届出書 ２    ２ 
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